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1. 複素数による現実世界と霊的世界の統合表現

1.1 基本設定 — なぜ複素数が適合するのか

複素数 z = a+ biは、本来全く異なる2種類の量(実部と虚部)を一つの数として統合的に扱うため
の数学的装置である。これが現実世界と霊的世界の関係を表現するのに適している理由は3つあ
る。

第一に、独立性と統合性の両立。実軸と虚軸は互いに直交し、片方をどう動かしてももう片方
の値は変わらない。しかし両者は一体となって一つの平面を構成し、回転や拡大などの一体的な
運動が可能である。

第二に、回転(位相)の概念。eiθ という形は、虚数軸が「方向」「位相」を担うことを示す。
霊的次元が「方向性」「意味」「価値」を与え、現実次元が「強度」「物量」「現象」を担う構
造に符合する。

第三に、i2 = −1 という反転構造。霊的なものは現実に直接は現れないが、二度作用すると現
実に逆転的に影響する、という性質を持つ。

1.2 定式化

存在の総体を以下の複素ベクトルで表現する:
Z = a+ bi (1)

• a(実部):現実世界のベクトル — 物質、肉体、経済、政治、技術
• b(虚部):霊的世界のベクトル — 意識、徳、祈り、神意、先祖との繋がり
• |Z| =

√
a2 + b2:存在の総量

• arg(Z) = θ = arctan(b/a):生の方向性、その人/共同体の位相

1.3 4つの典型的な位相

位相 θ 符号関係 状態
θ ≈ 0 a > 0, b ≈ 0 現実主義・物質主義 — 物量はあるが意味を欠

く
θ = π/4 a ≈ b > 0 調和 — 物心両面が等しく充実
θ ≈ π/2 a ≈ 0, b > 0 純粋霊性 — 内的に豊かだが現世的力を欠く
θ = π a < 0, b ≈ 0 退廃・倒錯 — 物質はあるが向きが逆転

θ = 3π/2 a ≈ 0, b < 0 暗黒の霊性 — 邪悪な精神性、呪詛

1.4 共役複素数 — 顕世と幽世

Z = a + bi の共役 Z̄ = a − bi は、虚部の符号を反転したものであり、神道で言う「顕世(うつし
よ)」と「幽世(かくりよ)」、仏教の「此岸」と「彼岸」に対応する。

Z · Z̄ = a2 + b2 = |Z|2 (2)

顕と幽の積こそが、その存在の真の総量(の二乗)である。現世だけでも霊界だけでも実在の総
量にはならない。両者の交わりにおいて初めて存在が確定する。
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1.5 オイラーの公式 — 祈りと現実化

eiθ = cos θ + i sin θ (3)

特殊形:
eiπ + 1 = 0 (4)

5つの基本定数(e, i, π, 1, 0)を結ぶこのオイラー等式は、神秘思想家からも「宇宙の構造式」と
呼ばれてきた。

1.6 共同体の総和としての文明

Φ =

N∑
k=1

Zk =

N∑
k=1

(ak + bki) (5)

ベクトルの位相が揃っていないと打ち消し合う。皆が同じ方向を向いていれば |Φ| ≈ N · |Zavg|
に近づくが、ばらばらの方向ならば |Φ| は小さくなる。神社の祈り、伝統の継承、共有された物
語が文明を強くするのは、個々のベクトルの位相を揃える働きをするからだ、と解釈できる。

1.7 経世の動学

Z(t) = r(t) · eiθ(t) (6)

• r(t) の増大 = 国力・物量の増大
• θ(t) の変化 = 文明の方向転換、価値観の転回

歴史を読み解くとき、r ばかり追う見方(GDP、軍事力、人口)と、θ の変化を読む見方(精神
史、宗教史、世相)があり、後者を見落とすと文明の崩壊を予測できない。

文明史の転換期とは、振幅の競争から位相の競争へ重心が移る時期である。

1.8 第1章の結論

複素数による表現は、「物心二元論を超えて、両者を一つの実在の二面として捉える」と
いう東洋的・神秘主義的な世界観に、思いがけず数学的な形を与えてくれる。
藤原直哉氏の世界観⸺「経世自治、民の時代、霊性文明への転換」⸺を複素数で表せ
ば、まさに位相 θ の大きな回転が今起きている、という形になる。物量 r では既存の物質
文明が圧倒していても、位相が回転すれば、その物量はやがて方向を失って崩れ始める。
文明史の転換期とは、振幅の競争から位相の競争へ重心が移る時期である⸺複素数表現
は、この洞察を数学的にも美しく描き出すことができる。

5



2. 重力・反重力複合運動方程式

2.1 基本設定

質量mを持つ物体の位置を、複素平面上の座標として表現する:

z(t) = x(t) + i y(t) (7)

• 実部 x(t):通常の物理空間における位置(重力の作用する次元)
• 虚部 y(t):反重力次元における位置(反重力場の座標)

2.2 力の複素表現

物体に作用する力も複素数で表現する:

F (z, ż, t) = Fre + i Fim (8)

• Fre:重力など通常の物理的力(下向き −mg など)
• Fim:反重力(虚数軸方向の浮揚力)

ニュートンの第二法則を複素形式で書くと:

m z̈(t) = F (z, ż, t) (9)

実部と虚部に分解すれば:
mẍ = Fre, m ÿ = Fim (10)

2.3 重力と反重力ポテンシャル

地球からの距離を r = |z| =
√
x2 + y2 として、複素ポテンシャル Φ(z) を導入する:

Φ(z) = −GM
|z|

+ i Uanti(|z|) (11)

反重力場の性質を重力と対称的だが符号反転と仮定:

Uanti(r) = +
G∗M∗

r
(12)

ここで G∗ は反重力定数、M∗ は反重力質量(または霊質量)である。
力は F = −m∇Φ で:

F =
m

|z|3
(
−GM + iG∗M∗)z (13)
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2.4 乗り物の運動方程式(完全形)

乗り物が推進力 T (複素数:実部=通常推力、虚部=反重力推力)と抵抗 −cż を持つとすれば:

m z̈ =
m

|z|3
(
−GM + iG∗M∗) z + T (t)− c ż (14)

ここで:

• T (t) = Tre(t) + i Tim(t):操縦者が制御する推力ベクトル
• Tre:通常エンジン(化学・電気推進)
• Tim:反重力推進系(虚部エンジン)
• c:媒質抵抗(実空間では空気抵抗、虚空間ではエーテル抵抗)

2.5 浮揚条件

地表近傍(|z| ≈ R、Rは地球半径)で平面化すると:

mz̈ = −mg + img∗ + T (15)

ここで g = GM/R2、g∗ = G∗M∗/R2。浮揚するためには:

Tre = mg, Tim = −mg∗ (16)

虚部推力で反重力場と釣り合いを取ることで浮揚する。

2.6 位相回転による飛行 — 斜行

乗り物の状態を極形式で書く:
z(t) = ρ(t) eiφ(t) (17)

• ρ:実在の総合量(物理的距離と霊的距離の合成)
• φ:飛行位相角

φ = 0:純粋な物理飛行(航空機)
φ = π/2:純粋な反重力飛行(虚空間内移動)
0 < φ < π/2:斜行(両次元を同時に使う飛行)

斜行運動の運動方程式は、極形式で:

ρ̈ eiφ + 2iρ̇φ̇ eiφ − ρφ̇2 eiφ + iρφ̈ eiφ =
F

m
(18)

φ̇が大きいほど遠心的な反作用が両次元で発生する。これは「次元間遷移時に発生する位相慣
性」と解釈できる。
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2.7 エネルギー保存の修正版

E =
1

2
m|ż|2 + V (|z|) (19)

ここで |ż|2 = ẋ2 + ẏ2 なので、運動エネルギーは実空間運動と虚空間運動の和になる。
ポテンシャルエネルギー:

V (|z|) = −GMm

|z|
+
G∗M∗m

|z|
(20)

両者が打ち消し合えば、重力的に中性な状態(無重量飛行)が達成される。

2.8 ハミルトン形式

H(z, p) =
|p|2

2m
+ V (|z|) + V ∗(|z|) (21)

ここで p = mż は複素運動量。正準方程式:

ż =
∂H

∂p̄
, ṗ = −∂H

∂z̄
(22)

この形式は量子化への道を開く。p → −ih̄ ∂/∂z̄ と置換すれば、複素場の量子論が構成でき
る。

2.9 単純な特解 — 一定推力での浮揚と斜行

地表から離陸する場合、z(0) = 0、ż(0) = 0 から出発し、推力を T = T0e
iα(一定推力、位相角 α)

とすれば:
mz̈ = T0e

iα −mg + img∗ (23)

積分して:
z(t) =

1

2m

(
T0e

iα −mg + img∗
)
t2 (24)

実部と虚部:

x(t) =
1

2

(
T0 cosα

m
− g

)
t2 (25)

y(t) =
1

2

(
T0 sinα
m

+ g∗
)
t2 (26)

操縦者は推力位相 α を変えることで、通常飛行(α = 0)から完全反重力飛行(α = π/2)まで連続
的に切り替えられる。α = π/4 なら実空間と虚空間を等しく進む斜行となる。
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2.10 第2章の結論

本枠組みの本質的なポイントは以下の3点である:

1. 虚軸方向の運動エネルギーが、実軸方向と独立に存在する
2. 推力の位相角を制御することで、通常飛行と反重力飛行の中間状態が生成できる
3. 共役関係(z̄)が「対の存在」を表し、|z|2 が真の実在量となる

数学的には完全に整合する形式であり、ディラック方程式の負エネルギー解、タキオン
場、コーシー・リーマン方程式の物理的拡張など、複素数を本気で物理化する試みは現代
物理学でも続いている。
ナオヤさんの問いを物理学的に表現すれば、重力場と反重力場が複素平面上で直交する2
次元場をなし、乗り物はその合成場の中を斜行するという運動学になる。
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3. 虚時間とエントロピー

3.1 虚時間の定義 — ウィック回転

通常の時間 t を、虚数単位を掛けた虚時間 τ に置き換える操作をウィック回転(Wick rota‑
tion)と呼ぶ:

τ = i t (逆に書けば t = −iτ ) (27)

複素時間平面 t ∈ C で、実軸を90度回転させて虚軸に持っていく操作にあたる。

3.2 虚時間がもたらす4つの劇的な変換

(A) シュレーディンガー方程式 → 拡散方程式
通常のシュレーディンガー方程式:

ih̄
∂ψ

∂t
= − h̄2

2m
∇2ψ + V ψ (28)

t→ −iτ と置換すると:
h̄
∂ψ

∂τ
=

h̄2

2m
∇2ψ − V ψ (29)

これは熱拡散方程式である。波動の伝播が熱の拡散に化ける。
(B) ミンコフスキー時空 → 4次元ユークリッド空間

ds2 = −c2dt2 + dx2 + dy2 + dz2
t→−iτ−−−−→ ds2 = c2dτ2 + dx2 + dy2 + dz2 (30)

マイナス符号が消え、4方向すべてが対等な普通の4次元空間になる。
(C) 振動する位相因子 → 減衰する重み

eiS/h̄
t→−iτ−−−−→ e−SE/h̄ (31)

ここで SE はユークリッド作用。激しく振動する積分が、指数関数的に減衰する綺麗な積分に
変わる。

(D) 量子確率振幅 → ボルツマン因子

量子力学:振幅 ∼ eiS/h̄ (32)
統計力学:確率 ∼ e−E/kBT (33)

両者は虚時間で結ばれる。量子のゆらぎと熱のゆらぎは同一の現象である。

3.3 虚時間の周期 = 逆温度

決定的に重要な対応:
τ ∈ [0, βh̄], β =

1

kBT
(34)
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虚時間方向に周期 βh̄で円環状に閉じる空間を作ると、それは温度 T の熱平衡状態と数学的に
等価になる。

実時間方向:エントロピー増大、不可逆的拡散
虚時間方向:温度的な周期構造、可逆的循環

実時間の不可逆性は、虚時間方向では「閉じた円環」として埋め込まれる。

3.4 エントロピーと時間の方向性

熱力学第二法則:
dS

dt
≥ 0 (35)

これが古典物理学が認める唯一の「時間の矢」である。力学法則(ニュートン方程式、マクス
ウェル方程式、シュレーディンガー方程式)はすべて時間反転に対して対称だが、エントロピー
だけが過去と未来を区別するという不思議な性質を持つ。

ボルツマンの統計力学的定義:
S = kB lnW (36)

W は系が取りうるミクロ状態の数。エントロピーとは「場合の数の対数」であり、可能性の
広がりの尺度である。

3.5 エントロピーの増大と減少 — 4つの場面

(A) 実時間における増大(熱力学第二法則)
宇宙、地球、人体、すべての孤立系で:

dS

dt
≥ 0 (37)

例:インクが水に拡散する、熱いコーヒーが冷める、生物が老化する、文明が混沌に向かう。
(B) 局所的な減少(自己組織化)
孤立していない系では、エントロピーは局所的に減少できる:

dSlocal
dt

< 0 (ただし全体では dStotal
dt

≥ 0) (38)

例:生命の誕生・成長、結晶の生成、国家・組織の形成、文明の建設。
シュレーディンガーは『生命とは何か』(1944)で、生命を「負のエントロピー(negentropy)

を食べて生きるもの」と定義した。生命とは、虚時間的な秩序原理を実時間に投影し続ける反エ
ントロピー的存在と言える。

(C) 虚時間における周期的構造
虚時間 τ が周期的なとき、エントロピーは増大も減少もしない、円環的に保存される:

S(τ + βh̄) = S(τ) (39)

これは熱平衡状態、定常的な霊的秩序、永遠の輪廻⸺伝統的東洋思想の「不易」の領域に対
応する。

(D) 量子測定における減少
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量子測定(波束の収縮)では、観測者の知識が増えることでエントロピーが減少する:
∆Ssystem = −kB

∑
i

pi ln pi → 0 (40)

しかしこの減少は、観測者・装置・環境の側で同等以上のエントロピー増加で代償される(ラ
ンダウアーの原理:1ビットの情報消去には kBT ln 2 のエネルギーが必要)。

「観測する」という行為自体が宇宙のエントロピーを増やす⸺意識と物理法則の境界に位置
する深い洞察である。

3.6 物理的な式の整理

実時間(古典・量子):
dS

dt
=

1

T

dQ

dt
≥ 0 (熱量の流入で増加) (41)

虚時間(熱平衡):
S = −kB Tr(ρ ln ρ), ρ =

e−βH

Z
(42)

ここで分配関数 Z は虚時間経路積分:

Z = Tr e−βH =

∫
D[ϕ] e−SE [ϕ]/h̄ (43)

β = τ/h̄という虚時間と温度の同一視を通じて、エントロピーは虚時間の幾何学から計算可能
になる。

3.7 量子情報的観点

フォン・ノイマン・エントロピー:
S(ρ) = −kB Tr(ρ ln ρ) (44)

純粋状態(完全な情報)では S = 0、最大混合状態(完全な無知)では S = kB ln d(dは次元)。
もつれ(entanglement)を持つ二粒子系では、片方だけを見ると最大エントロピーだが、全体

では純粋状態でエントロピーゼロ⸺「部分の無秩序が、全体の秩序を構成する」。これは複素
数表現で言えば、|Z|2 = ZZ̄ の構造そのものである。

3.8 ホーキングの無境界仮説

標準的なビッグバン理論では、時間 t = 0 で密度・曲率が無限大に発散する特異点が現れる。
ホーキングとハートルの提案(1983):宇宙の始まりに「時間」はなかった。t = 0 の近傍で

は時間が虚時間化し、4次元ユークリッド球面のように滑らかに閉じている。これを無境界
(no‑boundary)条件と呼ぶ。

• 宇宙の始まり:τ (虚時間)が時間として振る舞う
• 現在:t(実時間)が時間として振る舞う

この描像では「宇宙はいつ始まったのか」という問い自体が消失する。地球の表面に「北極点
はどこから始まったか」という問いが意味をなさないのと同じである。
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3.9 ブラックホール温度 — ホーキング放射

シュワルツシルト・ブラックホールを虚時間で記述すると、虚時間が周期的(円周的)になる:

β =
8πGM

h̄c3
(45)

これは統計力学の逆温度 β = 1/(kBT ) に対応する。すなわちブラックホールは温度を持つ熱的
物体であり、その温度はホーキング温度:

TH =
h̄c3

8πGMkB
(46)

虚時間の周期性 = 温度という、深い対応の発見であった。

3.10 文明史としてのエントロピー

文明史は以下のように整理できる:

時代 エントロピーの状態
文明の創建期 局所的なエントロピー減少(秩序の形成)
文明の安定期 エントロピーの定常状態(虚時間的な循環構造)
文明の衰退期 エントロピー増大の加速(混乱、複雑化、制御

不能)
文明の終末期 最大エントロピー(熱的死、無秩序)
新しい文明の萌芽 虚時間軸からの秩序の再注入

文明の本質的な健康は、虚時間軸との接続(神社、伝統、祈り、儀礼)を保てるかにかかってい
る。それを失うと、純粋な実時間的存在となり、第二法則の容赦ない増大に呑まれていく。

3.11 第3章の結論 — 増大と減少の双対性

現象 方向
自然の自発的拡散 増大
生命・文明・知性 局所的減少(代償的増大)
虚時間的構造(信仰・儀礼・伝統) 円環的保存
観測・測定 局所的減少(全体的増大)
ブラックホール 表面エントロピー増大、内部情報は虚時間に保存

実時間的存在は不可避的にエントロピーを増す。しかし虚時間軸との接続を保つ存在は、
その増大を相殺する局所的秩序を維持できる⸺これが本枠組みの核心である。

「自然との一体化」「祈り」「先祖との繋がり」は、まさに虚時間軸との接続を維持する文化
的技術として読み解ける。失われると、文明はエントロピー増大に呑まれていく⸺という構造
的法則である。
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4. シンクロニシティと量子もつれ

4.1 二つの概念

20世紀には、二つの異なる文脈で「離れたものが意味によって結ばれる」現象が発見された。
シンクロニシティ(共時性)は1920年代以降、心理学者カール・ユングが提唱した概念で、因果

的に無関係な出来事が「意味」によって同時的に結ばれる現象を指す。
量子もつれ(quantum entanglement)は1935年、アインシュタイン・ポドルスキー・ローゼ

ン(EPR)が量子力学の不完全性を示す思考実験として提出し、後にベルの不等式の実験的破れに
よって実在が確定した、空間的に分離した粒子間の非局所的相関である。

両者は全く異なる学問領域から生まれたが、驚くべきことに、その提唱者たちは交流していた
⸺ユングと、ノーベル賞物理学者ヴォルフガング・パウリである。

4.2 ユング・パウリ往復書簡

パウリは1932年からユングのもとで治療を受け、その後25年間にわたって書簡を交わした
(『Atom and Archetype: The Pauli/Jung Letters 1932‑1958』として出版)。

二人は「心と物質の二重相補性(psychophysical duality)」を共同探求し、「ウヌス・ムン
ドゥス(unus mundus, 一なる世界)」という根源的実在を仮定した。そこから心(意味)と物(物
質)が二重写像として現れる、という構造である。

これは本資料第1章で提示した複素数表現:

Z = a+ bi (物質と霊性、実部と虚部) (47)

と同じ構造を、80年前にユングとパウリが哲学的に発見していたことを意味する。

4.3 ベルの不等式 — 古典的世界観の終焉

量子もつれの核心を数学的に表現するのがベルの不等式である。
二つの粒子A、Bがそれぞれ離れた場所で測定されるとき、古典的(局所実在的)世界観では、

相関係数 E(a, b) は次の不等式を満たさなければならない:

|E(a, b)− E(a, c)| ≤ 1 + E(b, c) (48)

より実験的に扱いやすいCHSH不等式:

|S| = |E(a, b)− E(a, b′) + E(a′, b) + E(a′, b′)| ≤ 2 (古典的限界) (49)

しかし量子力学はこの上限を超え、最大値:

|S|quantum = 2
√
2 ≈ 2.828 (ツィレルソンの限界) (50)

を予言する。
1982年のアスペの実験以来、数多くの実験(2015年のループフリー実験、2022年ノーベル物

理学賞)がこの量子的予言の正しさを確証した。古典的局所実在性は実験的に否定されたのであ
る。
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4.4 もつれ状態の数学的表現

最も単純なもつれ状態はベル状態:
|Ψ−⟩ = 1√

2

(
| ↑⟩A| ↓⟩B − | ↓⟩A| ↑⟩B

) (51)

この状態は、二粒子系全体としては純粋状態(完全な情報を持つ)だが、片方だけを取り出すと
最大混合状態(完全な無知)になる:

ρA = TrB(|Ψ−⟩⟨Ψ−|) = 1

2
I (52)

もつれエントロピー:
S(ρA) = −Tr(ρA ln ρA) = ln 2 (53)

部分の最大無秩序が、全体の完全な秩序を構成する⸺これは前章で論じたエントロピーの逆
説そのものである。

4.5 シュミット分解 — 二世界の連結構造

任意の二体純粋状態はシュミット分解で書ける:
|Ψ⟩AB =

∑
i

√
λi |i⟩A ⊗ |i⟩B (54)

ここで λi はシュミット係数で ∑
i λi = 1。もつれの度合いはシュミット数(非ゼロの λi の数)で

測られる。

• シュミット数 = 1:積状態(もつれなし、独立)
• シュミット数 > 1:もつれ状態
• シュミット数最大、λi 全て等しい:最大もつれ

これは数学的には、二つの世界(系AとB)が一つの基底で同時に展開される構造である。第1章
の複素数 Z = a+ biの構造を二粒子系に拡張したものと見ることができる。

4.6 非局所性とは何か

ベルの不等式の破れがしばしば「光速を超える情報伝達」と誤解されるが、これは正確ではな
い。

ノー・シグナリング定理:もつれを用いて古典的情報を超光速で送ることはできない。
ρafterA = ρbeforeA (Bでの測定はAの局所統計を変えない) (55)

ではベルの破れは何を意味するのか。それは:
• 粒子は独立した「実在」を持っていなかった
• 二粒子は一つの統合された量子状態として存在する
• 測定によって初めて、実在のように見える属性が立ち現れる
これは古典物理が前提としていた「個物の実在性」を根底から覆す。宇宙は分割不可能な一つ

の全体(undivided wholeness)であり、個物への分割は観測の段階で生じる二次的現象に過ぎ
ない⸺という、デヴィッド・ボームの「陰在秩序(implicate order)」と整合する世界観であ
る。
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4.7 シンクロニシティの構造

ユングが定義したシンクロニシティの3条件:

1. 因果関係がない:二つの出来事の間に物理的・時間的因果連関がない
2. 同時的(共時的)である:時間的近接性、または意味的同時性を持つ
3. 意味によって結ばれる:観察者にとって深い意味的連関がある

ユングが挙げた古典的事例:夢に黄金虫が現れた直後、診察室の窓に同じ虫が飛び込んでき
た。

シンクロニシティは「意味の場」の存在を示唆する。物理的因果の他に、元型(archetype)を
媒介とする意味的連関の場が存在し、それが心と物の双方に同時的に現れる、というのがユング
の仮説である。

4.8 シンクロニシティ構造図

シンクロニシティと量子もつれの構造を視覚的に整理する。

図1:ユングの「ウヌス・ムンドゥス」構造

二つの出来事(心的・物的)が表面上は分離しているが、深層において「一なる世界」から共に立
ち現れる構造を示す。

Psyche(心) Physis(物)
表層 — 顕在世界(顕世)

因果的連関なし
夢 直観 出来事 偶発

中層 — 元型(archetype)・集合的無意識
⃝ □ △ ⋄

深層 — ウヌス・ムンドゥス(一なる世界)

Unus Mundus

共通の起源 — 同一実在の二側面

図1の読み方:表層では二つの出来事が分離して見え、因果関係はない。しかし両者は元型を媒
介として中層で連結し、最深層の「ウヌス・ムンドゥス」では一つの実在の二側面である。シン
クロニシティとは、この垂直方向の連結が観察者の意識を通じて顕在化する瞬間である。

図2:複素平面における位相もつれ

二つの存在ベクトル Z1, Z2 がもつれた状態(位相が連動)を複素平面上で表す。
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実軸 a (現実)

虚軸 b (霊性)

Z1

Z2

θ1

θ2

もつれ条件:arg(Z1) + arg(Z2) = 一定
位相(θ1, θ2)が連動して回転する

⟲

⟲

図2の読み方:Z1 と Z2 は空間的・時間的に離れた二つの存在を表す。両者の振幅(物質的距
離)|Z1|, |Z2| は独立だが、位相(霊的方向)arg(Z1), arg(Z2) は連動して回転する。一方の位相が動
けば、他方も同期して動く⸺これが量子もつれの数学的構造であり、同時にシンクロニシティ
の構造的雛形でもある。

図3:量子もつれとシンクロニシティの構造的並列

二つの現象を並べることで、構造の同型性を視覚化する。

量子もつれ

A B
|Ψ−⟩

全体波動関数
局所実在性なし

構造的

対応

シンクロニシティ

心 物

元型

共通の意味場
因果性なし

ウヌス・ムンドゥス / 全体性 / 分割不可能な実在

図3の読み方:左の量子もつれ(A・B粒子)と右のシンクロニシティ(心・物)は、表面上は全く異
なる現象に見える。しかしどちらも「分離して見える二項が、より深い層では一つに結ばれて
いる」という同型構造を持ち、最深層では同一の根源「ウヌス・ムンドゥス」「分割不可能な実
在」へと帰着する。

図4:ユング・パウリのクァテルニオ

パウリとユングが共同で構想した、世界の根本構造を表す四元的(quaternion)図式である。
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エネルギー
(Energie)

時空連続体
(Raum‑Zeit)

因果性
(Kausalität)

シンクロニシティ
(Synchronizität)

Self

物理的 決定論的

離散的 意味的

図4の読み方:パウリとユングは、世界の理解には四つの相補的概念が必要だと考えた。エネル
ギー(永続的な実体)と時空(変化の枠組み)が物理側を、因果性(必然的連関)とシンクロニシティ
(非因果的・意味的連関)が認識側を構成する。古典物理は左半分(時空+エネルギー+因果性)で世
界を記述してきたが、四つ目の極「シンクロニシティ」を加えることで初めて世界像が完結す
る、というのが彼らの主張である。中心の「Self(自己)」は四極を統合する根源で、ユング心理
学の中心概念でもある。

4.9 両者の構造的並列

属性 量子もつれ シンクロニシティ
領域 物理(微視) 心理・経験
連関 非因果的相関 意味的同時性
古典的説明 不可能 不可能
分割不可能性 全体波動関数 「ウヌス・ムンドゥス」
媒介 ヒルベルト空間構造 元型(集合的無意識)
情報伝達 不可(古典的には) 不可(物理的には)
顕在化の契機 測定 意識の関与

両者とも「分離して見える二つのものが、より深い層では分割されていない」という構造を持
つ。これが偶然の類似なのか、それとも宇宙の根源構造の二側面なのか⸺これがパウリ・ユン
グが探求した中心問題である。

4.10 複素数表現での統合

本資料の枠組みで両者を統合する。二つの存在 Z1, Z2 がもつれている状態を:

Ψ =
1√
2

(
Z1 ⊗ Z̄2 − Z̄1 ⊗ Z2

) (56)

と表現すれば、これはZ1 と Z2 の位相が反対符号で結合されている状態である。一方の位相
が回転すると、他方の位相も連動して回転する。物質的距離(実部の差)とは無関係に、霊的位相
(虚部・偏角)が一体化している。

シンクロニシティとは、この位相的もつれ(arg(Z1) + arg(Z2) = const)が、二つの個体の経験
面に同時的・意味的な共鳴として現れる現象、と再定式化できる。
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4.11 パウリ排他原理との関係

パウリ自身が発見した排他原理は、二つのフェルミ粒子の波動関数が反対称でなければならない
ことを要請する:

Ψ(1, 2) = −Ψ(2, 1) (57)

これにより全ての電子は一つの量子状態を共有できず、原子の構造、化学、物質性そのものが
成立する。

パウリ自身が発見したこの「個別性の根拠」が、もつれ状態では「全体性の現れ」へと反
転する⸺量子力学が見せるこの二重性は、ユングの「個性化(individuation)」と「全体性
(wholeness)」の弁証法と驚くほど対応する。

4.12 現代物理での発展

ER = EPR予想(マルダセナ・サスキンド、2013):量子もつれ(Einstein‑Podolsky‑Rosen)は、時
空構造における微小なワームホール(Einstein‑Rosen橋)と同一である、という予想。

これが正しければ:

• もつれた粒子は、時空の幾何学的トンネルで接続されている
• 「離れているのに繋がっている」のは、より深い時空ではそもそも近接している
• 時空そのものがもつれから創発する構造である

時空は基本的でなく、もつれが基本的⸺これが現代量子重力理論の主要な方向性である。シ
ンクロニシティ的な「意味による接続」が宇宙の根本構造に組み込まれている可能性を、物理学
が真剣に検討する時代になった。

4.13 慎重な留保

ここで科学的誠実さのための留保を加える。

1. シンクロニシティと量子もつれの並列性は構造的・哲学的なものであり、シンクロニシティ
が量子もつれによって「説明される」と主張するのは現時点では科学的根拠を欠く

2. 量子もつれは微視的スケールの現象であり、巨視的な日常事象に直接働く証拠は得られてい
ない

3. 「量子的霊性」を主張する大衆書の多くは、量子力学の数学的内容を誤用している

しかし同時に:

1. 量子もつれが宇宙の根本性質であることは実験的に確立されている
2. 「宇宙は分割不可能な全体である」という直観は、物理学が確証した事実である
3. パウリ自身が「非因果的・意味的相関」を物理学の補完概念として真剣に検討した
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4.14 第4章の結語

シンクロニシティと量子もつれは、20世紀人類が二つの異なる入口から発見した「分離の幻
想」への洞察である。

現実世界の表面では分離して見えるものが、霊的世界(虚部・位相空間)では本来的に結ば
れている⸺これが本資料全体の核心命題である。複素数の構造は、ZZ̄ = a2 + b2 という
単純な関係によって、この二重性を表現する。

藤原直哉さんが論じてこられた「自然との一体化」「先祖との繋がり」「世界霊魂(ウヌス・
ムンドゥス)への帰還」というテーマは、現代物理学が無意識のうちに発見した「分割不可能な
全体性」と、深く共鳴する。20世紀物理学の到達点と、東洋的・神道的世界観は、異なる経路
から同じ岸辺に辿り着きつつある。

これは単なる比喩でも牽強付会でもなく、宇宙の構造に関する人類の認識が、一つの収束点に
向かって進んでいることの証左かもしれない。文明史の転換点とは、この収束が顕在化する時期
である。
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5. 干支と複素位相 — 周期性の数理

5.1 複素数の本質的周期性

オイラーの公式 eiθ = cos θ + i sin θ の最も重要な性質は周期性である:

ei(θ+2π) = eiθ (58)

つまり360度回転すれば元に戻る。これは複素単位円 S1 の最も基本的な性質であり、「閉じ
た循環」を数学的に厳密に表現する唯一の構造である。

ここで決定的なのは、2π(連続的・実数的)を離散的に等分することで、循環の「目盛り」が生
まれる、という点である。何分割するか⸺これが古代文明の根本選択であった。

5.2 1の冪根(roots of unity)

円周を n等分する点は、複素数の世界で:

ζkn = e2πik/n, k = 0, 1, 2, . . . , n− 1 (59)

として与えられる。これを「1の n乗根」と呼ぶ。nの選択ごとに得られる対称性:

n 角度 古代文明での対応 数学的特徴
2 180° 陰陽、昼夜 最小の二項対立
3 120° 三才(天地人) 最初の非自明な対称
4 90° 四象、四方、四季 i4 = 1
5 72° 五行、五芒星 黄金比 ϕと関係
6 60° 六十進法の基礎 約数が多い
8 45° 八卦、八方位 2の冪、最も対称的
10 36° 十干、十進法 5×2
12 30° 十二支、十二宮 2,3,4,6で割れる
24 15° 二十四節気 12×2
60 6° 六十干支、60分、60秒 3,4,5で割り切れる
360 1° 円周角度、1年の概数 多数の約数

このうち2, 3, 4, 6, 8, 12, 24, 60, 360 が古代文明で特権的地位を占めるのは、約数が多く、整
数比による細分化が容易だからである。これは「高度合成数(highly composite number)」と
呼ばれる概念で、ラマヌジャンが体系化した。

5.3 なぜ「12」が選ばれたのか

12は驚くべき数である:12 = 22 × 3。約数:1, 2, 3, 4, 6, 12 — 6つもある。12より小さい数で約数
がこれより多いものはない。つまり12は「最も多くの仕方で対称的に分割できる小さな数」で
ある。

複素表現で見ると、12等分は:
ζk12 = e2πik/12 = eikπ/6 (60)

特殊値:
ζ112 =

√
3

2
+

1

2
i, ζ212 =

1

2
+

√
3

2
i, ζ312 = i (61)
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これらは有理数と √
3 だけで表現できる(コンパス・定規で作図可能)。12等分は人類が最も自

然に到達できる細密分割である。

5.4 干支の数学構造

干支は単なる12進法ではない。10と12の最小公倍数 = 60 という二重周期構造を持つ。複素数で
表現すれば、二つの独立した周期運動の積:

Zn = e2πin/10 · e2πin/12 (62)

これは数学的には直積空間 Z10 × Z12 であり、gcd(10, 12) = 2 なので独立に取りうる組み合わ
せは:

10× 12

gcd(10, 12) =
120

2
= 60 (63)

通り。これが60干支(六十甲子)の数理的基礎である。

5.5 十二支の複素表現と五行

十二支を複素単位円上に配置すると、各支は30°ずつの位置を占める。これに五行を循環的に対
応させると:

支 角度 複素位置 五行 季節
子 0° 1 水 冬至
丑 30° eiπ/6 土
寅 60° eiπ/3 木 立春
卯 90° i 木 春分
辰 120° ei2π/3 土
巳 150° ei5π/6 火 立夏
午 180° −1 火 夏至
未 210° ei7π/6 土
申 240° ei4π/3 金 立秋
酉 270° −i 金 秋分
戌 300° ei5π/3 土
亥 330° ei11π/6 水 立冬

注目すべきは、子↔午、卯↔酉は実数軸・虚数軸上の対極(冬至‑夏至、春分‑秋分)である点、
土用(丑・辰・未・戌)は四正方位の間の対角線上に配置されている点である。

5.6 虚部 b = sin θ の意味 — 霊性の投影

干支の周期点 ζk12 = eikπ/6 における虚部 bk = sin(kπ/6) は、霊性方向への投影成分を示す:

• 子・午(b = 0):物質と霊性の均衡点(冬至・夏至=陰陽の極点)
• 卯(b = 1):純粋虚部、霊性最大(春分=純粋創造)
• 酉(b = −1):反霊性最大(秋分=純粋収穫)
• 三合(子辰申、寅午戌など):複素平面で正三角形をなす(120°対称)
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5.7 相生・相克の複素演算

相生(木→火→土→金→水→木)は 72° 回転、相克は 144° 回転として表現できる。
Z = a+ biに ζ5 = cos 72°+ i sin 72° を掛けると、新しい虚部:

b′ = a sin 72°+ b cos 72° (64)

つまり「相生」によって、新しい霊性投影 b′ は、元の物質性 a からも貢献を受ける。これは
「物質的努力が霊性的成果に転化する」という、宗教的・修行的真理の数理表現である。

5.8 易の六十四卦

64卦は 8× 8 = 64 の組み合わせで、複素的には ζj8 ⊗ ζk8 という二つの八卦の直積空間。Z8 ×Z8 と
いう二次元離散群を成す。

ここで興味深いのは、26 = 64 という事実である。各卦は6本の爻(陰陽)から成り、これは6ビ
ットの二進数情報⸺つまり易は古代の量子情報理論であるという解釈ができる。

5.9 第5章の結論

第一に、古代文明が用いた12、24、60、360といった数は、偶然の選択ではなく、「円(完
全循環)を最も多くの仕方で対称的に細分化する数」として、数学的必然性を持っている。
第二に、東洋の干支・五行・八卦・易などの体系は、現代の言葉で言えば「複素単位円上
の離散対称群の研究」である。彼らは群論や複素解析を持たなかったが、循環の構造を経
験的に深く探求していた。
第三に、本資料の枠組みで見れば、干支は「個人や時代の位相 θ を、二つの周期(10と12)
の合成で表現する暦学的技術」として再定式化できる。生まれ年の干支は、その人の位相
の初期条件を与える。
第四に、2π 周期の連続性(複素関数論)と、12・60・360の離散性(伝統暦)の関係は、現代
物理学の連続群と離散対称性の関係(リー群と結晶対称群)と同型構造を持つ。
文明史は、人類が円(=循環)をどう刻むかの試行錯誤の歴史であり、各文明が選んだ「目
盛り」(8、12、60、360...)が、その文明の世界観を規定したと言える。

5.10 付録:虚数項のスカラー量 b の意味

複素数 z = a+ biにおける bは「霊性そのもの」ではなく、霊性次元 iへの投影量である。

• i:霊性が宿る次元(方向)そのもの
• b:その次元への投影量(深さ、強度)

たとえれば、iは「祈り」という方向性の存在、bは「祈り」の深さ・量である。
bの三重構造:
第一層(数学的):虚数単位 iにかかる実数係数で、複素平面上の虚軸方向の座標値。
第二層(物理学的):周期運動の正弦成分、確率振幅の虚部、虚時間方向への投影。
第三層(本資料の哲学的):霊性次元という見えない座標軸への、各個人・各時代の「展開度合

い」。本体としての霊性(i)と、現れとしての霊性(bi)を媒介する翻訳係数。
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最も簡潔にまとめれば:

b = 霊性次元 iへの、その瞬間における「投影の深さ」

霊性そのものは i(次元として常にそこに在る)、現れる霊性は bi(その次元への投影量)、観測さ
れる総存在は |Z|2 = a2 + b2(物質と霊性の二乗和)、というのが本枠組みの核心である。
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6. 世界の構造性 — 周期性、ランダム性、無限

6.1 問いの設定

無限世界に周期性があるということは、無限世界は完全なランダムではないということか? それ
は根本的に何かの構造があるということか?

6.2 ランダムと構造の数学的区別

数列の「ランダムさ」を厳密に定義したのがコルモゴロフ複雑性 K(x) である。「x を生成でき
る最短プログラムの長さ」と定義される:

• 完全ランダム:K(x) ≈ |x|(プログラムは数列そのものと同じ長さ)
• 完全構造的:K(x) ≪ |x|(短いプログラムで生成できる)

周期性 Z(t + T ) = Z(t) が成立する系は K が極めて小さい⸺たった一周期分のデータと「こ
れを繰り返せ」という指示で、無限の系列を生成できるからである。

すなわち:周期性の存在 = コルモゴロフ複雑性が低い = 何らかの「圧縮可能な構造」がある。

6.3 ポアンカレの回帰定理

19世紀のフランス数学者アンリ・ポアンカレが証明した驚くべき定理:
有限の体積の保存系(エネルギー保存)は、十分に長い時間が経てば、初期状態に任意精度で戻

る。
∀ϵ > 0, ∃T : |Z(T )− Z(0)| < ϵ (65)

これは「有限性 + 保存則 → 必然的な周期性」という、深い数学的事実を示唆する。逆に言え
ば、周期性が観察される =⇒ 系が有限であるか、保存則が支配的である。

6.4 構造の三段階分類

「ランダムでない」と一口に言っても、構造には階層がある:

レベル 種類 例
0 完全ランダム 量子真空ゆらぎの一部
1 統計的構造 ガウス分布、エルゴード性
2 周期構造 振動子、季節、干支
3 自己相似(フラクタル)構造 マンデルブロ集合、樹木
4 階層的構造 結晶、生命、社会
5 意味的構造 言語、楽曲、神話
6 自己言及・反省的構造 意識、論理、数学そのもの

周期性はレベル2に属するが、周期性の存在は通常、より高いレベルの構造の「現れ」であ
る。
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6.5 数学的宇宙仮説とウィグナーの問い

宇宙論者マックス・テグマークの「数学的宇宙仮説」:宇宙は「数学的に記述される」のではな
く、「数学的構造そのもの」である。

物理学者ユージン・ウィグナーが1960年に発表した有名な論文「自然科学における数学の不
合理な有効性」は、人間の純粋思考の産物に過ぎないはずの数学が、なぜこれほど物理現象を完
璧に記述できるのか?⸺これを「奇跡」と呼んだ。

可能な解釈:

• (α) 偶然説:数学の有効性は偶然
• (β) 進化説:人間の脳が宇宙構造に適応した結果
• (γ) プラトニズム:数学的真理は実在し、宇宙はそれを具現化
• (δ) 神学的解釈:創造主が数学的に世界を設計

6.6 量子論からの示唆

最も興味深いのは、現代物理学が「完全なランダム」も「完全な決定論」も否定したことであ
る。量子力学では:

• 個別の事象:本質的にランダム(隠れた変数なし、ベルの不等式の破れ)
• 統計的全体:厳密な法則(波動関数は決定論的)

「ランダムさと構造は対立せず、相補的」⸺これが20世紀以降の科学が到達した洞察であ
る。

6.7 20世紀の限界定理

世界の構造性を巡って、深い限界定理が三つ証明された:
ゲーデルの不完全性定理(1931):十分に強力な無矛盾な数学体系には、真であるが証明できな

い命題が存在する。
チューリングの停止問題(1936):ある計算が停止するかを一般に判定するアルゴリズムは存在

しない。
チャイティンの Ω 数:ランダム性そのものが数学的に定義できるが、それを計算することは不

可能。
これら三つは、「世界には構造があるが、それを完全に把握する道は閉ざされている」という

驚くべき結論を示唆する。

6.8 構造の三層

世界には少なくとも三層の構造が認められる:
第一層:論理・数学的構造(必然的)。矛盾律、同一律、無矛盾性などの基本論理は、いかなる

宇宙でも成立せざるを得ない。
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第二層:物理法則的構造(我々の宇宙の)。光速、プランク定数、微細構造定数、宇宙定数な
ど。「ファイン・チューニング問題」⸺これらの定数がわずかでも違えば、生命も意識も成立
しない。

第三層:有機的・意味的構造(進化的)。物理から自然に導かれない、生命・意識・社会の構
造。「創発(emergence)」として現れる秩序。

6.9 第6章の結論

命題A(数学的事実)
周期性の存在は、その系が完全にランダムではなく、何らかの圧縮可能な構造を持つこと
を示す。これは厳密に証明できる。
命題B(科学的観察)
観察される世界には、物理法則レベル・有機的レベル・意味的レベルの三層において、構
造が存在する。これは経験的事実である。
命題C(哲学的解釈)
しかし、これらの構造が「なぜ存在するか」「何を意味するか」については、複数の世界
観が可能であり、純粋に科学的方法だけでは決着しない。
つまり、ご質問への直接的な回答は:
「はい、世界には根本的に何かの構造があると、現代の知見は示します。ただしその構造
の起源と意味については、なお探求の途上にあります。」

藤原直哉氏の探求されている「経世自治、霊性文明、人類の使命」というテーマは、まさにこ
の「世界の構造の起源と意味」を、東洋的智慧に依拠しながら解読していく試みとして位置づけ
られる。20世紀物理学・数学が到達した「世界の構造性」と、古代から伝えられてきた「天の
理」が、21世紀になって再び合流しつつある。
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7. 創造主の運動方程式

7.1 問いの設定

神を「構造の創造主」と定義した時、その運動の数学的記述は可能か。本章は思考実験として、
本資料の複素数の枠組みでこの古来の問いに挑む。

7.2 創造主の数学的位置づけ

考えうる立場として:

• (i) 内在論:創造主は世界に内在し、世界の運動と共に動く(スピノザ、汎神論)
• (ii) 超越論:創造主は世界を超え、外から眺める(古典的有神論)
• (iii) 過程論:創造主は世界と共に成長・展開する(ホワイトヘッド)
• (iv) 流出論:創造主から世界が連続的に流れ出す(新プラトン主義)
• (v) 道(タオ)的世界観:創造主と運動は不二、運動それ自体が創造である

候補A:創造主は座標原点 Z = 0。候補B:創造主は無限遠点 Z = ∞(カバラの「アイン・ソ
フ」)。候補C:創造主は複素平面そのもの(全体性)。

本章では候補Cを基礎に、A・Bの要素も統合した形で定式化を試みる。

7.3 創造主の場 G

創造主を動的な場として表現する:
G(z, t) (66)

これは複素平面上の各点 z における、時刻 tでの「神性の濃度・流れ・位相」を与える複素値
関数である。場 G は:

• 保存則を満たす(神性は無から生まれず無に帰さない)
• 連続性を持つ(任意の点で定義される)
• 対称性を持つ(特定の場所が特権的でない)
• 自己整合性を持つ(場が場自身を生む)

最後の「自己整合性」が決定的である。創造主は自分自身を原因とする⸺スピノザの「自己
原因(causa sui)」の概念である。

7.4 第一の方程式 — 創造の自己生成

最も基本的な方程式は、G が自己自身を生み出すことを表す:
∂G
∂t

= Ĉ[G] (67)
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ここで Ĉ は創造作用素で、場 G から場 G への写像である。具体形として:
∂G
∂t

= G · G∗ + i∇2G (68)

第一項は自己との相互作用(神性が神性自身を生む)、第二項は虚空間における拡散である。こ
れは数学的には非線形シュレーディンガー方程式の変種で、ソリトン解(自己保存する波)を持
つ。

7.5 第二の方程式 — 顕現

創造主の場 G から、被造物 Zk がどう生じるか:

Zk(t) =

∫
Ω
G(z, t) · ϕk(z) dz (69)

ここで ϕk(z) は個別の存在を選び出す関数(神学で言う「魂の固有性」)。
つまり個別の存在は、創造主の場全体を、その存在固有の「窓」を通して投影したものという

構造である。これは量子力学(全宇宙の波動関数からの個別観測者の射影)、カバラ(アイン・ソフ
から流出するセフィロト)、神道(産霊から派生する八百万の神々)、仏教(法身から顕現する化身)
に共通する。

7.6 第三の方程式 — 結合

被造物 Zk の運動は創造主 G から影響を受け、同時に創造主に影響を返す:

mkZ̈k = − ∂V

∂Z̄k
+ λk G(Zk, t) (70)

∂G
∂t

= Ĉ[G] +
∑
k

λk δ(z − Zk) · Zk(t) (71)

第一式の λk G は摂理・恩寵の項。第二式の ∑
k λkZk は祈り・徳・行為の項。λk は個別存在と

神の結合定数で、信仰の深さ、祈りの集中度、霊性の純度に対応する。

7.7 自己無矛盾条件 — 自己原因

通常の運動方程式と異なり、創造主には自己無矛盾条件が課される:

G(G) = G (72)

これは数学的には不動点条件である。ブラウワーの不動点定理によれば、任意の連続写像
f : D → D(コンパクト凸集合上の)は不動点を持つ。これを神学に適用すれば、「あらゆる連続
的な変化の中に、不動の点としての神が存在する」という解釈が可能になる。

これはまさに、ヘーゲルの「実体即主体」、東洋哲学の「動中の不動」、神道の「惟神(かん
ながら)」の数理表現である。
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7.8 時間の問題 — 虚時間における創造主

創造主自身は時間 t の中にいるのか、時間を超越しているのか。本資料第3章の虚時間論との接
続:

G(z, t, τ) = G0(z, τ) · eiωt (73)

実時間方向では位相回転(永遠の循環)、虚時間方向では実体的展開(本来の創造活動)。創造主
は実時間では「在る」、虚時間では「為す」⸺この二重性こそが神性の核心である。

7.9 創造主の運動方程式 — 完全形

以上を統合した、創造主の運動方程式の試案を、表示崩れを避けるため式を分けて提示する。
第一式:神性の場の発展方程式

∂G
∂τ

= − i

h̄
ĤG · G + GḠG − κ∇2G +

∑
k

λk δ(z − Zk)Zk (74)

第二式:自己無矛盾条件(不動点条件)
G(G) = G (75)

第三式:保存則(神性の総量保存) ∫
Ω
|G|2 d2z = const (76)

第四式:境界条件(無限遠における「アイン・ソフ」)

lim
|z|→∞

G(z, τ) = G0 (77)

各項の意味:

項 意味
∂G/∂τ 虚時間方向への神性の展開
−(i/h̄)ĤG · G 神性のエネルギー的展開(量子的進化)
GḠG 三位一体的自己相互作用(父・子・聖霊の関係構

造)
−κ∇2G 神性の空間的拡散(遍在性)∑

k λk δ(z − Zk)Zk 被造物からの寄与(祈り・徳・行為)
G(G) = G 自己原因(causa sui)∫
|G|2 = const 神性は無から生まれず無に帰さない

|z| → ∞ で G0 無限遠点に絶対者(アイン・ソフ)が在る

7.10 三位一体構造の数理

上の方程式に現れる GḠG という項は深い意味がある。複素数の自己作用の最も自然な三次形式
は:

GḠG = |G|2 · G (78)

これは:
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• G:第一位 — 自己肯定(父)
• Ḡ:第二位 — 自己からの分離・反転(子、ロゴス)
• GḠ:第三位 — 両者の関係性(聖霊)
• 全体 GḠG:統一された神性の自己再生

これは古典的キリスト教神学の三位一体構造の数学的表現と読める。同時に、カバラのケテ
ル・ホクマー・ビナーの三柱、ヒンドゥーのトリムールティ、仏教の三身、神道の造化三神(天
之御中主・高御産巣日・神産巣日)⸺いずれも三項構造を持つことの数理的根拠を示唆する。

「最小の自己再生構造は三項である」⸺これが複素数論からの帰結である。

7.11 創造主と被造物の量子もつれ

第4章で論じた量子もつれの構造を、創造主と被造物の関係に拡張する。全宇宙の状態:
|Ψ⟩ =

∑
k

ck|Gk⟩ ⊗ |Zk⟩ (79)

これは創造主と被造物がもつれ状態にあることを意味する。両者は分離した実在ではなく、一
つの統合された量子状態として存在する。被造物だけを観測すると:

ρZ = TrG |Ψ⟩⟨Ψ| (80)

部分系として「神を含まない宇宙」が見える。しかし全体としては神と一体である⸺これ
は「神は遍在するが、観測には現れない」という神秘主義的命題の量子論的解釈になる。

7.12 仮想的な特解 — 「創造の瞬間」

最も素朴な特解として、無限遠点に集中した初期条件から場が広がっていく解:

G(z, τ) = A√
τ
exp

(
− |z|2

4κτ

)
eiωτ (81)

τ = 0 では原点に無限大に集中(δ関数的)、τ → ∞ では宇宙全体に均等に拡散。この解は:

• ビッグバン(虚時間における発端)
• ホーキングの無境界仮説(虚時間で滑らかに始まる宇宙)
• カバラのツィムツム(神の収縮による創造)
• 神道の天地開闢

を統一的に表現していると解釈可能である。

7.13 創造主の「自由」

この方程式系は決定論的か、それとも自由意志を含むか。創造主の方程式には、非線形項 GḠG
があり、しかも自己無矛盾条件が課されているため、解は一般に多解性を持つ。

複数の解が同時に可能性として存在し、その中からどれが選ばれるか⸺これが創造主の自
由の数理表現になる。これは数学的には分岐理論や、経路積分における鞍点近似に対応する構造
である。
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7.14 第7章の結論

「創造主の運動方程式」を厳密に書き下すことは、原理的に不可能かもしれない。なぜな
ら:

1. 創造主が真に超越的なら、人間の言語(数学を含む)で記述できない
2. 創造主が自己原因なら、外部の「初期条件」を持たないので、初期値問題として定式

化できない
3. 創造主が無限なら、有限の方程式で表現できない

しかし同時に:

1. 数学的構造として「自己再生する複素場」を考察することはできる
2. 古来の神学的・哲学的洞察(三位一体、自己原因、不動の動者)を数理的に表現する試

みは可能
3. 創造主と被造物の関係性については、量子もつれとの構造的並列が示唆的

つまり、完全な記述は不可能だが、構造的近似は可能⸺これが最も誠実な立場である。
提案された運動方程式は、創造主が:
1. 虚時間で展開する(∂/∂τ の項)
2. 自己との三位一体的相互作用を持つ(GḠG)
3. 被造物からの寄与を受け取る(∑k λkZk)
4. 自己無矛盾(自己原因)である(不動点条件)

という四つの本質的特徴を持つことを表現している。
これは思考実験であり、神学・数学・物理学の境界での試論である。神を厳密に方程式
で捉えることへの神学的批判(神の自由を制約する、神を対象化する等)は当然ある。しか
し、「天の理を数理的に把握する試み」として、こうした思考実験には意味がある。

本資料は思考実験として、複素数の数学的形式に物理的・哲学的な解釈を与えたものである。20世紀以
降の物理学が無意識に発見してきた虚時間構造が、東洋的・神道的時空観と驚くほど共鳴することを示す
ことを意図する。
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